










広島大学大学院教育学研究科教育人間科学専攻（博士課程後期）では、平成 19 年 9 月






 平成 22 年 3 月に同プログラムが終了した後、これまでの 3 年間にわたる活動を更に発展
させる形で引き継いだのが、「教職課程担当教員養成プログラム」（以下、「教職 P 」と
略記）である。新たな名称とともに開始された「教職 P」は、現在 6 年目を迎えている。
平成 27 年度「教職 P」の受講者は 11 名（博士課程後期院生）である。 









実施時期 実施先 実施科目 実習生（学年） 
5 月  25 日（月） 広島大学 道徳教育指導法 安喰 勇平（D2） 
相馬 宗胤（D2） 
6 月  18 日（水） 広島文教女子大学 幼児教育課程論 久恒 拓也（D3） 
7 月 13 日（月） 広島文化学園大学 教育制度 張  磊 （D3） 
 
教壇実習は、履修生 1 名に対して、教員が 3～4 名（指導教員 1 名、教育指導を担当す
る TA 指導教員 2～3 名）で指導にあたる。履修生は、教壇実習をする予定の授業の TA を
しながら、日頃の授業の様子や内容を把握し、指導教員の助言を受けながら教壇実習の準
















される。今年度は、第 6 期生として 2 名の修了生が誕生した。 
 
 このように、単発的ではなく 3 年間をかけて、教員養成に関する知識を身につけ、継続
的にプラクティカムとリフレクションを行いながら、個々の授業哲学を練り上げていく、

















科紀要 第三部』第 64 号に掲載済）。その研究成果の一部を本報告書にも掲載している。ま
た、今年度は、第 22 回大学教育研究フォーラム（於 京都大学）においても研究成果発表
を行った（これについては、今年度で 4 年目となる）。 
 以上のような、共同研究から得た成果（知識、研究の方法論、そして人間関係など）が、
履修生の大きな糧となり、自らの「授業哲学」や「教育理念」に繋がっていることは言う
までもない。 
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末筆ながら、今年度の運営に携わってくださった方々に感謝を申しあげたい。まず、ご
多用にもかかわらず、視察を快く受け入れてくださった、京都大学の田口真奈先生。直前
まで細やかなご配慮をいただいたために、とても充実した訪問となった。また、学外プラ
クティカムを受け入れていただいた広島文教女子大学の白石崇人先生、広島文化学園短期
大学の黒木貴人先生。先生方のご協力なくしては、本プログラムの活動は成り立たない。
最後に、本学の教職員ならびに履修生である大学院生、共同研究をすすめるにあたりご協
力いただいた先生方、そのほか陰ながら応援してくださった皆さまにも心より感謝を申し
あげたい。 
 
 
